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 【目的】
 新生児,乳児開心術の補助手段の一つとして,従来用いられて来た深低体温完全循環遮断法に
 代わって,深低体温低流量潅流法が用いられている。本法は循環停止により惹起される可能性の
 ある脳その他の臓器障害をさけられることおよび時間的制約がより少ないことなどで前者より有
 利と考えられたが,実際には脳障害の発生が見られる他面流量潅流中には尿の排泄が殆んどなく,
 また乳酸値が上昇するなど,低流量潅流中の腎機能の保護,組織潅流の維持,さらに長時間の体
 外循環に伴う体内への水分の貯留など種々の問題がある。その解決策の一つとして拍動流体外循
 環を推賞するものもいる。しかし低体温時や低流量潅流時における拍動流潅流の効果については
 まだ確立した見解は得られていない。本研究では拍動流潅流の深低体温低流量体外循環における
 効果を検討した。
 【対象および方法】
 12頭の雑種成犬(平均体重18.2kg)を用いた。実験はまず開腹してsplenectomyを行い,左右
 の尿管に直接カテーテルを挿入し,左腎動脈に電磁流量計プローブ(3～4mm)を装着した。
 閉復後,左第四肋間開胸を行い,胸管にシリコンチューブを挿入した。さらに組織間圧測定用に
 wickカテーテルを左大腿部皮下に挿入した。ヘパリン4mg/kgを静注投与後,上行大動脈送血,
 有爵脱血,左房Ventingで体外循環を開始した。体外循環(潅流量80m1/kg/min)で20℃まで
 冷却し,次いで30m1/kg/minの低流量で2時間潅流し』その後再び潅流量を80m1/kg/minと
 して35。Cまで復温した。
 実験動物を6頭ずつ非拍動流群と拍動流群2群に分けた。拍動流潅流は,pulsa七ileassis七
 deviceを用い,80/分で駆動させ,脈圧を30mmHg以上に保って行った。実験経過中,定時的
 に大動脈圧,中心静脈圧,食道温(ET),直腸温(RT),血液ガス分析,Hc七,胸管のリン
 パ流量,尿量,腎血流量,組織間圧,血漿およびリンパ液の蛋白含量と膠質滲透圧.(COP)の
 測定を行い,両群間および冷却前値(control値)と比較検討した。
 【結果】r
 全経過を通じて,Hc七,血漿蛋白,血漿COP,血液ガス分析値,平均大動脈圧は両群間に有
 意差は見られなかった。冷却,加温時間とその問のET-RTとの温度較差は,拍動流群では非
 拍動流群に比し加温時間が有意に短く(40±8分VS50±6分,p<0.05),加温中の温度較差
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 も有意に小さかった(1,4±1.0℃vs4、7±1.2℃,p〈0.01)。腎血流量は両群間に有意差が見
 られなかったが,拍動流群では加温時の尿量が非拍動流群より有意に多かった。胸管のリンパ流
 量は,冷却中は拍動流群では非拍動流群よりも,またcontro1値よりも有意に多かった。リンパ
 流量は低流量潅流中は両群ともばcon七ro1値と同量であったが,加温時には有意の増加を示し
 た。リンパ液と血漿中蛋白の比(Lc/Pc)は,両群ともに体外循環開始と共にやや上昇した
 が,拍動流群では低流量潅流時および加温時にはcontrol値とほぼ同じレベルに復したのに対
 し,非拍動流群では低流量潅流および加温時にはcontro1値に比し有意に高値であった。毛細血
 管を介してのPlasmaPro七einClearance(PPC)は加温時には非拍動流群では拍動流群よ
 りも,又con七rol値よりも有意に高値を示した。組織間圧は,拍動流群では全経過を通じて,ほ
 ぼ不変であったのに対し,非拍動流群では漸増し,35℃に復温した時点ではcontro1値(一2.9
 ±1.5mmHg)よりも有意に高値(一〇.85±2.66mmHg,p<0.01)であった。体外循環終了時の
 体内外の水分バランスは,非拍動流群では体外循環システムから,+85.37±52.13m1/kgの送
 血過剰の状態であったが,拍動流群では+28.61±27.62m1/kgと1前者に比し有意に少なかっ
 た(P<0.05)。
 【考察および結論】
 拍動流は非拍動流に比し①高エネルギーを有している為,毛細血管床を開き,動静脈短絡の発
 生を防ぐ事,②動脈側微小循環系において層流現象の発生を防ぐ事,③組織聞液のリンパ管移行
 やリンパ流量を増加させる事などの利点を有している。これらの結果拍動流体外循環では組織の
 微小循環が良好に保たれると言われている。本実験では毛細管の透過性を示す一つの指標と言わ
 れているLc/Pcは非拍動流群では低流量潅流時と加温時に有意に上昇し,また毛細管を介し
 ての血漿蛋白の移動を示すPPC値でも,非拍動流群では復温時に有意に拍動流群よりも多かっ
 た事は,非拍動流群では組織の循環障害に起因して毛細管の透過性が亢進したと'考えられる。さ
 らに拍動流体外循環では非拍動流潅流より尿量が多く保たれた。これらの利点は従来の報告にあ
 るような常温下のみならず,深低体温,低流量潅流の際にも存在することが証明された。予備力
 の少ない新生児や乳児開心術では術後の体内への水分貯留が術後成績を左右する一つの大きな要
 素と言われており,これらの症例に対する,拍動流潅流の応用は有用な手段と思われた。
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 審.査結果の要旨
 新生児・乳児の開心手術に際し,体外循環による低体温下低流量灌流法がしばしば応用される。
 しかし,低流量灌流中の組織灌流の維持不全や,長期体外循環による水分貯留など臨床上あきら
 かな問題も多い。拍動流体外循環の使用が効果ありとする報告もあるが尿量,腎機能程度のもの
 であり確立された見解はない。
 本研究は深低体温下における非拍動流および拍動流低流量灌流体外循環が組織内灌流および水
 分代謝に与える影響を動物実験を用いて検討したものである。即ち,脾臓摘出を行った雑種成犬
 12頭を用い,非拍動流,拍動流体外循環下低流量灌流時および復温時の腎動脈血流量,尿量,胸
 管リンパ液量,組織聞圧,血漿およびリンパ液蛋白含量と膠質浸透圧の変動を追求した。
 その結果,拍動流群では非拍動流群に比し加温時間が短く,食道一直腸温度較差も小さく,組
 織灌流が良好であろうことが推測できた。また,拍動流群では加温時の尿量,冷却中の胸管リン
 パ流量が多く,非拍動流群ではリンパ液/血漿の蛋白比,毛細血管の血漿蛋白クリアランス,組
 織間圧が高値であり,体外循環終了時に有意の水分増加がある等,拍動流群における水分バラン
 スの方が良好であることが示された。
 この研究は,新生児・乳児の開心術時の体外循環使用に際して,組織灌流,水分バランスから
 みた拍動流ポンプ使用の有効性について新知見を与えたものであり,学位論文に価するものと考
 えられる。
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